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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400

46.9kDa

E2F1

RBP3; E2F-1; RBAP1; RBBP3
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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、転写因子のE2Fファミリーのメンバーです。E2Fファミリーは、細胞周期と腫瘍抑制タンパク質の作用の制御に重要な役割を果たしており、小さなDNA腫瘍ウイルスの形質転換タンパク質の標的でもあります。E2Fタンパク質には、ファミリーのほとんどのメンバーに見られる進化的に保存されたいくつかのドメインが含まれています。これらのドメインには、DNA結合ドメイン、分化調節転写因子タンパク質（DP）との相互作用を決定する二量体化ドメイン、酸性アミノ酸に富む転写活性化ドメイン、および転写活性化ドメイン内に埋め込まれた腫瘍抑制タンパク質関連ドメインが含まれます。このタンパク質と他の2つのメンバーであるE2F2およびE2F3は、追加のサイクリン結合ドメインを持っています。このタンパク質は、細胞周期依存的に網膜芽細胞腫タンパク質pRBに優先的に結合します。細胞増殖とp53依存性/非依存性アポトーシスの両方を媒介することができます。
	研究分野
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	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	HeLa（1）、SK-N-SH（2）、およびNIH3T3（3）細胞溶解物に対するE2F1マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	E2F1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HeLa 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	E2F1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト食道癌組織の免疫組織化学分析。
	

	E2F1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

